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米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ま
た
、
世

界
を
混
乱
の
渦
に
陥
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム

を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と
認
め
、
現
在
、

テ
ル
ア
ビ
ブ
に
あ
る
米
国
の
大
使
館
を
エ

ル
サ
レ
ム
に
移
す
準
備
を
す
る
よ
う
、

国
務
省
に
指
示
し
た
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
米
国
の
中
東
政
策
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
の
共
存
に

よ
る
平
和
合
意
実
現
が
基
本
路
線
だ
っ

た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
２
０
１
６
年

の
大
統
領
選
で
大
使
館
の
エ
ル
サ
レ
ム
移

転
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。

　

支
持
率
低
下
が
続
く
中
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
自
ら
の
支
持
者
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

右
派
の
取
り
込
み
を
図
る
た
め
強
行
し

た
と
見
ら
れ
る
。
中
東
や
ア
ラ
ブ
諸
国

は
こ
の
決
定
に
一
斉
に
反
発
し
、
中
東
和

平
合
意
は
遠
の
い
た
。

１
９
９
５
年
以
来
の「
先
送
り
」

　

「
米
国
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の

首
都
と
認
め
る
時
だ
と
決
断
し
た
」
─
─
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
演
説
で
こ
う
語
っ
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
同
国
は
主
権
国
家
で
あ

り
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
と
定
め
、
政
府

や
議
会
、
最
高
裁
を
置
い
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
米
国
が
首
都
と
認
定
す
る
こ
と

は

「
現
状
を
追
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
」
と
も
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
歴
代
大
統
領
が
首
都
の
認
定

や
大
使
館
の
移
転
を
延
期
し
て
来
た
こ

と
に
触
れ

「
歴
代
大
統
領
は
認
定
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
平
和
を
促
進
す
る
と
信

じ
た
が
、
中
東
和
平
は
合
意
に
向
け
進

展
し
な
か
っ
た
。
同
じ
や
り
方
を
繰
り
返

せ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
と
、
自

ら
の
決
断
を
正
当
化
し
た
。

　

一
方
で

「
今
回
の
決
定
が
和
平
合
意
を

後
押
し
す
る
取
り
組
み
か
ら
の
離
脱
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
」
と
も
強
調
。
引

き
続
き
、
和
平
合
意
仲
介
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
は
意
欲
を
示
し
た
。

　

た
だ
、
「
境
界
線
な
ど
エ
ル
サ
レ
ム
の
最

終
的
な
地
位
を
巡
る
問
題
は
当
事
者
間

で
解
決
す
る
こ
と
で
、
米
国
は
い
か
な
る

立
場
も
取
ら
な
い
」
と
表
明
。
「も
し
、

双
方
が
望
む
な
ら

（
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
）
二
国
家
共
存
を
支
持
す
る
」

と
も
語
っ
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
米
国
は
１
９
９
５

年
に
米
大
使
館
を
移
転
さ
せ
る
法
案
を

可
決
し
た
が
、
歴
代
大
統
領
は
中
東
和

平
合
意
を
探
る
立
場
や
安
全
保
障
上
の

課
題
か
ら
、
移
転
を
先
送
り
し
て
来
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
移
転
準
備
を
国
務
省
に

指
示
は
し
た
が
、
移
転
先
の
用
地
な
ど

も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
当
面
先
送
り
を
認

め
る
署
名
を
す
る
。

　

そ
も
そ
も
エ
ル
サ
レ
ム
は
米
国
の
歴
代

政
権
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
が
慎
重

に
扱
う
繊
細
な
問
題
だ
っ
た
。

　

エ
ル
サ
レ
ム
は
旧
市
街
内
に
、
古
代
ユ

ダ
ヤ
王
国
の
神
殿
の
一
部
と
言
わ
れ
る

「
嘆
き
の
壁
」
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
預
言

者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
が
昇
天
し
た
と
さ

れ
る

「
岩
の
ド
ー
ム
」、
キ
リ
ス
ト
の
墓

が
あ
る
と
さ
れ
る
場
所
に
建
設
さ
れ
た

「
聖
墳
墓
教
会
」
な
ど
、
３
つ
の
宗
教
が

集
積
す
る
聖
地
と
し
て
、
い
ず
れ
の
信
者

か
ら
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
１
９
４
８
年
に
建
国
す
る

と
、
同
地
域
に
住
ん
で
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ

人
が
難
民
と
な
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
、
東
エ
ル
サ
レ

今
度
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
は
首
都
」
と
放
言

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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れ
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ム
を

「
将
来
の
独
立
国
家
の
首
都
」
と

主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
１
９
６
７
年

の
第
３
次
中
東
戦
争
で
東
エ
ル
サ
レ
ム
を

占
領
し

「
首
都
」
を
宣
言
し
た
後
も
、

米
国
や
国
際
社
会
は

「
エ
ル
サ
レ
ム
の
地

位
は
両
者
の
和
平
交
渉
で
決
め
る
べ
き

だ
」
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、

日
本
を
含
む
各
国
は
テ
ル
ア
ビ
ブ
に
大
使

館
を
置
い
て
来
た
。

　

米
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
発
言
を
し

た
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
は

「
歴
史
的
な
日
」
と
歓
迎
し
た
が
、

中
東
や
欧
州
の
各
国
は
一
斉
に
反
発
し

た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
ア
ッ
バ
ス
議

長
は

「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
永
遠

の
首
都
。
米
国
の
決
定
は
中
東
和
平
の
努

力
を
台
無
し
に
し
、
数
十
年
に
わ
た
る

仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の

だ
」
と
強
く
抗
議
し
た
。

国
連
総
会
は
圧
倒
的
多
数
で「
ノ
ー
」

　

歴
代
大
統
領
が
先
送
り
し
て
来
た
こ
の

問
題
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
手
を
つ
け

た
の
は
、
国
内
の
支
持
基
盤
固
め
の
た
め

だ
。
こ
の
と
こ
ろ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
支

持
率
は
低
迷
し
て
い
る
。
米
国
の
政
治
専

門
紙
リ
ア
ル
ク
リ
ア
ポ
リ
テ
ッ
ク
ス
の
平

均

（
12
月
３
～
19
日
）
で
は
、
同
政
権

を
支
持
す
る
人
は
38
・
５
％
で
あ
る
一
方
、

支
持
し
な
い
人
は
56
・
７
％
と
、
就
任

当
初
は
40
％
台
だ
っ
た
支
持
率
が
す
っ
か

り
落
ち
込
ん
で
来
て
い
る
。

　

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の

「首
都
」
認
定
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
昨
年
の
選
挙
戦
で
、
エ

ル
サ
レ
ム
へ
の
米
大
使
館
移
転
を
公
約
に

掲
げ
て
い
た
。
多
く
の
公
約
が
頓
挫
す
る

中
で
、
こ
れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
同

氏
の
強
固
な
支
持
基
盤
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
右
派
の
支
援
が
得
ら
れ
る
、
と
弾
い
た
。

た
だ
、
今
回
の
決
定
を
巡
っ
て
は
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
内
で
も
意
見
が
割
れ
て
い
た

よ
う
だ
。
最
側
近
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
娘
婿

ク
シ
ュ
ナ
ー
大
統
領
上
級
顧
問
は
敬
虔
な

ユ
ダ
ヤ
教
徒
だ
が
、
中
東
和
平
も
重
視

し
て
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
と
さ
れ

る
ほ
か
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
や
マ

テ
ィ
ス
国
防
長
官
も
慎
重
派
だ
と
い
う
。

　

一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
ペ
ン
ス

副
大
統
領
は
賛
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

米
国
は
そ
の
ペ
ン
ス
氏
を
す
ぐ
に
派
遣
す

る
と
し
て
い
た
が
、
現
地
の
反
発
に
あ
い

遅
ら
せ
た
。
今
回
の
決
定
は
国
内
の
一

部
を
味
方
に
つ
け
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

世
界
を
敵
に
回
し
た
。

　

国
際
社
会
の
反
応
は
早
か
っ
た
。
米
国

の
エ
ル
サ
レ
ム
首
都
認
定
か
ら
ほ
ぼ
２
週

間
で

「
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
位
を
変
え
る
い

か
な
る
決
定
も
無
効
。
撤
回
す
べ
き
だ
」

と
す
る
国
連
総
会
の
決
議
案
が
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
れ
よ
り
前
に
国
連
安
全
保
障
理
事

会
に
提
出
さ
れ
た
、
エ
ジ
プ
ト
作
成
の
決

議
案
は
米
国
の
拒
否
権
発
動
で
廃
案
に

な
っ
た
。
再
度
、
出
さ
れ
た
国
連
総
会
の

緊
急
特
別
総
会
で
の
採
決
は
、
賛
成
１
２

８
、
反
対
９
、
棄
権
３
で
採
択
。
日
本

も
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
位
変
更
は

「
二
国
間

の
当
事
者
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
」

と
の
立
場
か
ら
賛
成
票
を
投
じ
た
。

　

決
議
案
を
巡
っ
て
米
国
は
、
財
政
援
助

の
停
止
を
ち
ら
つ
か
せ
て
賛
成
撤
回
を
迫

っ
た
。

　

札
束
で
横
面
を
張
る
よ
う
な
米
国
の
態

度
は
か
え
っ
て
孤
立
を
深
め
た
と
言
え
る
。

中
東
諸
国
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
や
米
国
の

姿
勢
へ
の
抗
議
行
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

過
激
派
が
米
国
人
ら
を
標
的
に
、
テ
ロ

を
起
こ
す
口
実
を
与
え
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
首
都
を
宣
言
し
た
後
も
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
使
館
移
転
先
送
り
に

署
名
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
認

定
は
国
内
向
け
の
ア
ピ
ー
ル
に
終
わ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
米
国
は
ま
た
、
世
界

の
信
用
を
１
つ
失
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（ホワイトハウス）
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